
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
５
９
回 

 

行
仙
宿
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
工
事 

 
 

（
１
０
月
１
３
日
着
工
～
１
０
月
２
３
日
竣
工
） 

 

一
日
目 

１
０
月
１
３
日
（
金
） 

 

詳
細
は
第
２
２
５
８
回
を
参
照 

 

二
日
目 

１
０
月
１
９
日
（
木
） 

 
晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
雄
、
湯
川
一
郎 

 
 
 

３
名 

 

午
前
９
時
、
登
山
口
に
山
彦
の
３
名
と
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
の
４
名
が
集
ま
る
。 

今
日
は
以
前
も
工
事
に
当
た
っ
た
沢
井
君
も
来
て
い
る
。 

明
日
は
天
川
村
の
現
場
作
業
な
の
で
、
今
日
は
午
前
中
だ
け
の
工
事
で
午
後
か

ら
橋
本
市
に
向
か
い
宿
泊
し
ま
す
。
と
説
明
が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

４
人
は
モ
ノ
レ
ー
ル
で 

 
 

 

工
事
現
場
で 

 
 
 

 
 

行
仙
宿
に
着
く 

「
歩
い
て
登
り
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
作
業
時
間
を
十
分
に
と
っ
て
も

ら
う
た
め
、
４
人
に
は
モ
ノ
レ
ー
ル
で
登
っ
て
も
ら
い
、
我
々
３
名
は
歩
い
て

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
向
か
う
。
終
点
を
過
ぎ
崩
落
地
の
少
し
先
で
４
人
が
作
業

し
て
い
た
。
１
３
日
と
同
じ
よ
う
に
４
人
が
役
割
分
担
し
て
着
々
と
レ
ー
ル
を

伸
ば
し
て
い
る
。
暫
く
見
学
し
て
か
ら
小
屋
に
向
か
っ
た
。 

小
屋
、
管
理
棟
を
簡
単
に
整
理
し
、
昼
食
後
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を
持

っ
て
下
山
を
始
め
た
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

第
２
ベ
ン
チ
の
手
前
ま
で 

 
 

残
り
の
距
離
を
測
る 

 

第
２
ベ
ン
チ
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と
、
レ
ー
ル
が
第
２
ベ
ン
チ
の
１

０
ｍ
程
下
ま
で
伸
び
て
い
る
の
が
見
え
た
。
作
業
し
て
い
る
４
人
の
姿
は
無
い
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
搬
器
も
無
い
の
で
、
登
山
口
に
降
り
て
い
る
よ
う
だ
。 

第
２
ベ
ン
チ
で
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
、
レ
ー
ル
か
ら
音
が
聞
こ
え
だ
し
４

人
が
登
っ
て
き
た
。
１
１
時
過
ぎ
に
荷
揚
げ
し
て
い
た
資
材
が
無
く
な
り
、
作

業
を
打
ち
切
っ
た
ら
し
い
。
明
日
か
ら
は
主
任
が
東
海
君
か
ら
沢
井
君
に
代
わ

る
よ
う
だ
。 



 
沢
井
君
か
ら
「
終
点
予
定
地
と
、
そ
こ
ま
で
の
ル
ー
ト
確
認
を
し
た
い
。
そ

れ
と
今
後
の
レ
ー
ル
な
ど
の
資
材
量
算
定
の
た
め
、
残
り
の
距
離
を
測
り
た

い
。
」
と
の
話
が
あ
り
、
梶
野
、
沢
井
、
東
海
の
３
名
が
終
点
予
定
地
に
向
か

っ
た
。
終
点
予
定
地
か
ら
沢
井
、
東
海
の
二
人
が
巻
尺
で
距
離
を
測
り
な
が
ら

第
２
ベ
ン
チ
の
下
ま
で
降
り
て
き
た
。 

 

終
点
予
定
地
や
途
中
の
ル
ー
ト
に
問
題
は
無
く
、
我
々
が
想
定
し
た
ル
ー
ト

に
レ
ー
ル
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
距
離
は
１
６
０
ｍ
だ
っ
た
。 

明
日
、
明
後
日
と
工
事
を
行
な
う
予
定
だ
そ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

４
人
が
下
山 

 
 
 
 

 

階
段
を
造
る 

 
 

 
 
 

下
山 

 

明
後
日
２
１
日
は
熊
野
修
験
行
者
堂
落
慶
法
要
に
８
人
が
出
席
、
翌
２
２
日

に
は
行
仙
宿
で
の
行
事
が
あ
る
の
で
、
２
０
日
と
２
１
日
は
山
彦
の
工
事
立
会

い
は
無
し
、
と
伝
え
て
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
の
４
人
は
モ
ノ
レ
ー
ル
で
下
山
し
た
。 

 

沖
崎
、
湯
川
の
２
名
で
レ
ー
ル
が
横
切
っ
て
い
る
旧
終
点
下
に
階
段
を
５
段

作
っ
て
登
山
道
の
変
更
を
行
っ
た
。
梶
野
君
は
尾
根
筋
の
新
登
山
道
を
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
整
理
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

行
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補
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工
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工
事
現
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補
給
路
登
山
口 

 

三
日
目 

 

１
０
月
２
０
日
（
金
） 

 

晴
後
雨 

 

山
彦
の
立
会
い
無
し 

 

工
事
区
間
；
第
２
ベ
ン
チ
下
か
ら
展
望
地
（
目
印
の
ポ
ー
ル
）
前
後
ま
で 

作
業
を
終
え
て
帰
社
後
に
沢
井
君
か
ら
電
話
が
あ
り
「
午
後
３
時
前
か
ら
パ
ラ

パ
ラ
と
雨
が
降
り
出
し
た
の
で
工
事
を
切
り
上
げ
た
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
寒
か
っ

た
。」
と
連
絡
が
あ
っ
た
。 

 

四
日
目 

 

１
０
月
２
１
日
（
土
） 

 

山
彦
の
立
会
い
無
し
（
熊
野
修
験
行
者
堂
落
慶
法
要
出
席
の
た
め
） 

 

工
事
区
間
；
展
望
地
か
ら
終
点
手
前
１
５
ｍ
ま
で 

 

五
日
目 

 

１
０
月
２
３
日
（
月
） 

 

晴 

 

◇
参
加
者 

 

梶
野
照
雄
、
湯
川
一
郎 

 
 
 

２
名 

 
 
 
 
 
 

カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク 

 
 
 

３
名 

 

工
事
区
間
；
終
点
手
前
１
５
ｍ
か
ら
終
点
ま
で 

  

月
曜
日
で
吉
野
ま
で
車
が
多
く
、
３
時
間
強
か
か
っ
て
登
山
口
に
着
い
た
。 



レ
ー
ル
や
パ
イ
プ
な
ど
の
資
材
は
全
て
片
付
け
ら
れ
て
、
工
事
開
始
前
の
状
態

に
戻
っ
て
い
た
。
前
方
に
停
ま
っ
て
い
た
車
か
ら
一
人
が
降
り
て
き
て
完
工
の

報
告
を
受
け
る
。
積
み
荷
が
重
い
と
き
に
急
傾
斜
で
停
め
る
と
搬
器
が
下
が
っ

て
く
る
の
で
、
パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
を
必
ず
使
っ
て
欲
し
い
。
弱
っ
て
い
た

バ
ッ
テ
リ
ー
も
交
換
し
た
。
と
の
説
明
も
あ
っ
た
。
支
柱
パ
イ
プ
を
少
し
分
け

て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
？
と
聞
い
て
み
る
と
「
１
０
本
ほ
ど
降
ろ
し
と
き
ま

す
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

昼
前
に
到
着 

 
 
 

バ
ッ
テ
リ
ー
は
交
換
済 

 
 
 

 

湯
川
君
と
合
流 

モ
ノ
レ
ー
ル
に
水
道
水
を
入
れ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
２
個
と
背
負
子
を
積
ん
で
登

り
だ
す
。
旧
終
点
の
少
し
上
で
湯
川
君
が
休
憩
中
だ
っ
た
。
先
日
自
身
が
滑
っ

た
個
所
を
整
備
し
た
そ
う
だ
。
湯
川
君
は
午
前
１
０
時
前
に
登
山
口
に
着
き
、

歩
い
て
終
点
に
着
く
と
レ
ー
ル
は
終
点
に
達
し
て
い
て
、
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
の

３
人
は
片
付
け
中
だ
っ
た
。
３
人
が
降
り
る
の
を
見
送
っ
て
小
屋
ま
で
行
き
、

下
山
途
中
で
休
憩
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
水
を
小
屋
に
持
っ
て
行
く
、
と

伝
え
る
と
「
一
つ
持
っ
て
行
き
ま
す
」
と
言
い
、
モ
ノ
レ
ー
ル
で
終
点
に
向
か

っ
た
。 

 
 

 
 

 

午
前
１
０
時
の
登
山
口 

 
 

 

登
山
道
の
改
修 

 
 

 
 

 

作
業
を
終
え
た
３
人 

 
 

 
 

 

水
を
小
屋
に
運
ぶ 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 
 

 

終
点
の
搬
器 

終
点
は
予
定
地
点
ピ
ッ
タ
リ
で
、
思
っ
て
い
た
通
り
だ
っ
た
。
し
か
し
レ
ー
ル

の
高
さ
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
登
山
道
か
ら
荷
台
ま
で
が
８
０
㎝
ほ



ど
あ
り
、
人
の
乗
り
降
り
や
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
に
支
障
が
あ
る
。
切
り
株
ま

で
搬
器
を
下
げ
る
と
５
０
㎝
位
に
な
る
の
で
、
こ
の
位
置
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

を
設
置
し
た
い
と
思
う
。 

 

小
屋
迄
の
時
間
を
測
っ
て
み
た
。
普
通
に
歩
い
て
約
７
分
。
歩
数
が
１
，
１

０
０
歩
、
距
離
は
７
０
０
ｍ
弱
だ
っ
た
。 

小
屋
に
ポ
リ
タ
ン
ク
を
置
い
て
下
山
、
湯
川
君
が
使
っ
た
道
具
を
旧
終
点
に
置

い
て
登
山
口
に
戻
っ
た
。 

 
 

 
 

 

道
具
を
収
納 

 
 
 
 

 

下
山 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

板
を
切
る 

湯
川
君
に
は
先
に
帰
宅
し
て
も
ら
い
、
中
前
さ
ん
寄
贈
の
足
場
板
を
階
段
用
に

切
っ
た
。
長
さ
を
１
６
０
㎝
、
幅
を
６
０
㎝
と
し
た
が
、
長
さ
は
１
５
０
㎝
で

も
い
け
そ
う
だ
。
現
場
で
調
整
し
よ
う
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 
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：30

モ
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ー
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：45

行
仙
宿
→12

：58

モ
ノ
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終
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：13

モ
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補
給
路
登
山
口 

 


